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■
人
権
分
科
会

11
月
25
日
、
護
憲
大
会
・
人
権
分
科
会

は
、
81
人
の
参
加
で
始
ま
っ
た
。
外
国
人

人
権
法
連
絡
会
事
務
局
長
で
弁
護
士
の
師

岡
康
子
さ
ん
が
「
包
括
的
差
別
禁
止
法
制

定
に
向
け
て
―
人
種
差
別
撤
廃
を
中
心

に
」
と
題
し
て
講
演
し
、
討
論
を
行
な
っ

た
。師

岡
さ
ん
は
高
校
無
償
化
か
ら
の
朝
鮮

学
校
排
除
で
東
京
裁
判
の
弁
護
団
に
加

わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
へ
の
差

別
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
差
別
撤
廃
法

の
現
状
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

＊

２
０
０
２
年
の
日
朝
平
壌
宣
言
で
拉
致

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
在
日
朝

鮮
人
へ
の
ヘ
イ
ト
が
以
前
に
も
ま
し
て
強

く
な
っ
た
。
特
に
朝
鮮
学
校
生
徒
へ
の
暴

言
、
暴
行
が
ひ
ど
く
な
り
、
当
時
、
弁
護

士
会
が
朝
鮮
学
校
の
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
約
１
０
０
０
件
の

ヘ
イ
ト
が
報
告
さ
れ
、
中
で
も
女
子
生

徒
に
向
け
ら
れ
た
も
の
が
ひ
ど
か
っ
た
。

２
０
０
４
年
に
日
弁
連
の
人
権
大
会
で
も

在
日
朝
鮮
人
へ
の
差
別
の
問
題
を
取
り
上

げ
た
。

世
界
の
状
況
を
調
べ
る
と
、
世
界
に

あ
っ
て
日
本
に
な
い
も
の
が
差
別
撤
廃
法

で
あ
り
、
日
本
に
は
外
国
人
の
人
権
を
保

障
す
る
法
律
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ

の
問
題
を
継
続
的
に
取
り
組
む
「
外
国
人

人
権
法
連
絡
会
」
を
作
っ
た
。

日
本
に
は
外
国
人
を
「
管
理
す
る
」
法

律
は
あ
る
が
、
外
国
人
へ
の
差
別
を
禁
止

す
る
法
律
が
な
い
。
日
本
が
１
９
９
５
年

に
加
入
し
た
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
は
、

差
別
禁
止
法
を
作
り
、
禁
止
条
項
と
、
そ

れ
に
違
反
し
た
場
合
の
制
裁
条
項
を
作
る

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
国
際
人
権
規
約
（
日
本
は

１
９
７
９
年
に
批
准
）
に
は
、
人
種
差
別

撤
廃
条
約
、
自
由
権
規
約
、
社
会
権
規

約
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
、
障
害
者
権
利

条
約
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
あ
り
、
そ

の
中
で
差
別
禁
止
法
の
制
定
は
国
・
地
方

公
共
団
体
の
責
務
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
国
レ
ベ
ル
で
は
「
禁
止
」「
制
裁
」

の
規
定
が
な
く
、
独
立
し
た
人
権
機
関
も

個
人
通
報
制
度
も
な
い
。
だ
か
ら
、
差
別

を
限
定
し
な
い
包
括
的
な
差
別
禁
止
法

と
、
個
別
的
な
差
別
禁
止
法
の
両
方
が
必

要
で
、
人
々
の
教
育
、
啓
発
の
取
り
組
み

も
必
要
だ
。

差
別
に
対
す
る
罰
則
を
課
し
た
先
進
的

な
事
例
と
し
て
、
２
０
１
９
年
12
月
に
制

定
さ
れ
た
「
川
崎
市
差
別
の
な
い
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
あ
る
。
ヘ
イ

ト
の
手
段
や
類
型
が
定
め
ら
れ
、
処
罰
規

定
が
あ
り
、
段
階
的
措
置
を
取
っ
た
後
も

解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
、
警
察
や
検
察
に
よ

る
捜
査
・
起
訴
が
行
な
わ
れ
る
。
有
罪
に

な
れ
ば
最
高
50
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
自
治
体
の
条
例

作
り
が
も
っ
と
進
む
こ
と
を
望
み
た
い
。

外
国
人
人
権
法
連
絡
会
が
発
表
し

た
「
人
種
差
別
撤
廃
法
」
モ
デ
ル
案

（
２
０
２
４
年
11
月
15
日
版
）
に
は
、「
外

国
人
そ
の
他
の
人
種
等
に
係
る
、
社
会
的

少
数
者
の
人
権
を
擁
護
し
～
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
他
民
族
多
文
化
共
生
社
会
を
形

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り
、

人
種
差
別
撤
廃
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律
が
で
き

て
こ
そ
、
日
本
が
国
際
的
に
開
か
れ
た
社

会
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

続
い
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
学
校
現

場
か
ら
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
が
あ
る
度

に
朝
鮮
学
校
の
生
徒
が
嫌
な
思
い
を
さ
せ

ら
れ
て
い
る
」「
大
谷
選
手
が
日
本
の
子

ど
も
た
ち
に
と
贈
ら
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
が
朝

鮮
学
校
に
は
贈
ら
れ
な
か
っ
た
」「
在
日

朝
鮮
人
は
長
年
日
本
に
住
ん
で
い
る
の

に
、
日
本
語
が
上
手
だ
ね
と
言
わ
れ
て
傷

つ
い
て
い
る
」
な
ど
と
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
高
校
無
償
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
や
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
条
例
の

制
定
に
向
け
て
運
動
を
進
め
て
い
る
と
い

う
報
告
も
あ
っ
た
。

選
択
議
定
書
の
批
准
に
つ
い
て
77
議
会

中
70
議
会
で
意
見
書
の
採
択
が
で
き
た
長

野
県
か
ら
、
個
人
通
報
制
度
の
重
要
性
が

訴
え
ら
れ
た
と
同
時
に
、
女
性
差
別
禁
止

を
求
め
て
き
た
こ
と
と
包
括
的
差
別
禁
止

法
の
条
例
を
作
る
運
動
と
の
整
合
性
の
難

し
さ
も
あ
る
と
し
た
意
見
も
あ
っ
た
。

今
回
、
護
憲
大
会
に
参
加
す
る
師
岡

さ
ん
に
同
行
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
女
性

は
、
ホ
テ
ル
の
受
付
で
パ
ス
ポ
ー
ト
や
在

留
カ
ー
ド
の
提
示
を
求
め
ら
れ
、
日
本
語

が
わ
か
る
か
と
尋
ね
ら
れ
非
常
に
不
愉
快

な
思
い
を
し
た
。
多
く
の
朝
鮮
人
が
今
も

日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
の
は
、
日
本
の
植

民
地
支
配
と
い
う
歴
史
が
あ
る
か
ら
で
あ

り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
根
っ
こ
に
あ
る

朝
鮮
人
に
何
を
や
っ
て
も
い
い
ん
だ
と
い

う
社
会
が
あ
る
か
ら
だ
。

＊

分
科
会
の
最
後
に
、「
今
、
１
０
３
万

円
の
壁
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
が
、
扶
養
控
除
（
配
偶
者
控
除
含

む
）
は
女
性
に
対
す
る
差
別
の
象
徴
だ
。

女
性
は
ず
っ
と
構
造
的
な
差
別
と
闘
っ
て

き
た
。
外
国
人
の
人
権
を
守
る
こ
と
は
、

自
分
自
身
を
守
る
こ
と
」
と
ま
と
め
が

あ
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、

包
括
的
差
別
禁
止
法
・
国
内
人
権
機
関
・

個
人
通
報
制
度
、
こ
れ
ら
全
て
が
不
可
欠

で
あ
る
と
訴
え
た
い
。

（
鴻
巣
美
知
子
）

第61回護憲大会

あらゆる差別を禁止する法整備を

・選択議定書の批准
・男女賃金格差の解消・同一価値労働同一賃金の実施
・正規雇用機会の拡大・非正規労働者への給付拡大
・裁判官への条約研修　
・複合的で交差性をもつ差別解消のため、国内人権機関の設定
・婚外子の出生届における差別的記載の撤廃と社会における差別からの保護
・配偶者同意を求める人工妊娠中絶法の撤廃
・障害、民族的、その他マイノリティ女性に対する諸課題解消
・慰安婦問題（戦争犯罪と人道に対する犯罪には期限はない）解決
・意思決定の場の女性の割合を 50：50 のパリテに　他
■2年以内に進捗を報告するよう求められた項目
・選択的夫婦別姓のための法改正
・国会に女性議員を増やすための暫定的供託金の減額
・緊急避妊を含む安価な近代的避妊法への十分なアクセスと 16 歳 17 歳の少女に対す
る避妊薬へのアクセスに対する親の同意条件の撤廃
・人工妊娠中絶を求める女性に対しての配偶者の同意条件撤廃
■今回初めて勧告された項目
・沖縄の米兵による性暴力に対し処罰する仕組みや被害者への保障のための適切な措置
・第 6 次男女平等参画基本計画策定に諸課題を反映すること

■総括所見で日本が指摘を受けた具体的項目（抜粋）

沖縄の米兵の性暴力について総括所見に初めて反映されたと伝える報告者ら

８
年
ぶ
り
に
行
な
わ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｗ
（
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
）
の

日
本
報
告
審
議
。
昨
年
10
月
17
日
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
、
総
括
所
見

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
報
告
集
会

が
12
月
３
日
、
参
議
院
議
員
会
館
で
開

か
れ
、
会
場
は
議
員
、
市
民
団
体
、
報

道
関
係
者
等
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た

（
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
約
５
０
０
人
が

参
加
）。

１
９
８
５
年
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃

条
約
を
批
准
し
た
日
本
は
、
国
内
法
等

の
整
備
に
つ
い
て
、
数
年
お
き
に
履
行

の
成
果
を
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
報
告
す
る
義

務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
に
対

す
る
審
議
、
勧
告
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
差
別
解
消
を
実
現
さ
せ
る
し
く
み

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

報
告
集
会
で
は
、
今
回
、
各
団
体
が

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
何
を
訴
え
、
総
括
所
見

に
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
ま
し
た
（
下
表

を
参
照
）。

「
豊
か
な
国
だ
が
女
性
が
貧
し
い
国
」

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
は
、
報
告
審
議
に
あ
た

り
、
様
々
な
分
野
で
女
性
差
別
解
消
の

た
め
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等
の
訴
え

を
重
要
視
し
ま
す
。
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
審
議
に
臨
む
た
め
に
結
成
さ
れ
た

Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
（
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
は
、
事
前
に

Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
、
８
月
末

に
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
に
提
出
。
今
回
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
は
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
の
傍
聴
団
84
人

と
日
弁
連
傍
聴
団
４
人
が
統
一
行
動
を

と
り
、
委
員
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
政
府
代
表
団
に
は
大

臣
は
参
加
せ
ず
、
権
限
の
な
い
若
手
官

僚
が
中
心
。
決
定
権
の
あ
る
高
官
を
派

遣
す
る
諸
外
国
と
は
対
照
的
で
し
た
。

今
回
、
日
本
に
対
す
る
全
体
的
な
評

価
は
、
家
父
長
的
固
定
観
念
に
基
づ

く
社
会
的
構
造
課
題
が
解
消
さ
れ
ず
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
進
捗
が
遅
い
な

ど
、
改
め
て
「
人
権
後
進
国
」
だ
と
突

き
つ
け
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。
委
員
か

ら
は
「
日
本
は
豊
か
な
国
だ
が
女
性
が

貧
し
い
国
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

他
方
、
与
党
が
過
半
数
割
れ
し
た
政

治
情
勢
下
で
、「
今
こ
そ
」
と
盛
り
上

が
る
集
会
会
場
の
熱
気
は
、
希
望
の
光

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
今

後
の
国
会
で
の
審
議
に
期
待
し
、
た
ゆ

み
な
い
行
動
を
心
に
誓
っ
た
１
日
で
し

た
。

（
浅
田
由
美
子
）

国連女性差別撤廃委員会（CEDAW）
８年ぶりの日本審査　報告会開催

師岡 康子さん




